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 今回、統一模試を受験される生徒さんへ向けた内容ですが、はじめて受験される方以外でもあらためて 

ご覧いただき、今後の参考としてください。 

 

模試はあくまで力を試すもの 

 特にはじめて受験される方は結果だけを気にします。しかし、実際の本番(入試)まではまだ先です。今、

すべきことは点数という結果より、「何ができなかったか、何ができているか、何があいまいだったか、何

でこんなミスをしてしまったか」が先に立つべき最重要課題です。 

模試結果は約 1か月後にはWEB 上で確認できます。良い結果だったとしても、その逆の結果だったとして

も考え方は同じです。上手に、模試を復習の材料として活用してほしいと思います。そして、その詳細な結

果データを十分に活用しながら今後の対策を練っていきましょう。 

 

模試はたくさんの生徒が受験する場 

   学校でも、実力テストという機会が与えられています。しかし、受ける生徒さんは皆、普段から気が知れ

た仲の友達しかいませんから、緊張感をあまり感じない生徒さんは少なくありません。本番では、周りのほ

とんどが知らない生徒さんばかりです。いかにしてその緊張感を少しでもなくし、実力が発揮されるかです。 

  部活動と同じことですが、本番(入試)のための練習(模試)です。模試を複数回受けていく中で多少の“試験慣

れ”というものが生まれてきます。そういったメンタルの強化も重要な位置づけとして模試を受けることを

すすめています。このコロナ渦とご時世で、自宅で模試を受験される生徒さんも多いです。懸念は、ダラダ

ラして自宅で行うことの無いよう取り組んでほしいところです。昨年来、自宅では良い結果で常に志望校合

格ラインだった生徒さんが落選したりしています。特に自宅受験の方は、律した気持ちで臨んでください。 

 

結果を受け止めること 

   皆さんは、進学する志望校（目標）があり、少しでも学力を身につけるため、受験勉強をします。「出来

ない・解らない」からと言って投げ出したりせず、解るためにはどうしたら良いかを考えていきましょう。

そのために私たちプロ教師がいます。自分自身の勉強と我々プロ教師の指導という２つの両輪がかみ合って

こそ、良い結果が生まれます。 

 

 

一．中途半端だとグチが出る！ 

一．いい加減だと言い訳ばかり！ 

一．本気でするから大抵のことは出来る！ 

 

勉強に限らず、色んなことに通じる教訓です。 

目標に向け、前進あるのみです。頑張れ受験生！！ 


